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１ 担当の種類

将棋部会に加入する学校は下記の①グループまたは②グループのどちらかに所属

し、負担の公平化を図り、業務を分担する。この区分は平成２７年度から事務局輪番

制を導入したことにより行うようになった。輪番制であるため、専門知識（将棋、ｗ

ｅｂ制作）がない方が事務局を勤めることもありうる。そこで①グループｋ項の「審

判」は、高校将棋大会でのトラブル（駒の手離れ、二歩、時間切れ等）が発生した時

に問題解決 に当たり、ｌ項 の「ｗｅｂ制 作担当」は将棋部会サイト

（http://www.shogi.koubun.ibk.ed.jp/）の運営を行う。これは受諾者がいれば固定制と
する。それ以外のａ項～ｊ項は輪番制で行う。

① 事務局等担当グループ

主として県立学校とこちらを希望する私立学校とで構成する。

ａ 副会長

ｂ 事務局長

ｃ 事務局次長

ｄ 会計

ｅ 監査

ｆ 書記

ｇ 春季大会担当幹事

ｈ 夏季大会（竜王戦）担当幹事

ｉ 県総文祭担当幹事

ｊ 秋季大会担当幹事

ｋ 審判（「②グループ」から出しても可）

ｌ ｗｅｂ制作担当（「②グループ」から出しても可）

② 試合運営担当校・物品管理担当校担当

高校生の公式戦で使用する将棋盤・将棋駒・対局時計を管理、運搬する。管理とは

大会と大会との空白期間を所属校で保管することを指し、運搬とは所属校の管理場所

から試合等の会場まで運ぶことを指す。主として私立学校がこれを担当する。
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２ 担当業務内容

ａ 副会長

会長に不測の事態があったとき、賞状伝達等その代行を行う。可能であれば副

会長は２名とし、うち１名を次期会長（学校長）とする。

ｂ 事務局長

「５ 事務局長業務」を参照

ｃ 事務局次長

・事務局長に不測の事態があったとき、その代行を行う。また関東高等学校文化連

盟将棋専門部の茨城県事務局を担当する。

・茨城県で関東地区高等学校文化連盟将棋大会が行われるときは、運営の中心とな

る。その１つとして茨城県高等学校文化連盟に関東大会補助予算の申請を行う。

申請は前年度に行い、遅くとも４月には行う。

ｄ 会計

・茨城県高等学校文化連盟将棋部会の会計処理を行う。行う処理は、次のものが中

心となる。

・記念誌作成会計、大会運営会計、全国及び関東大会の分担金処理

・将棋部会加入校分担金の受領と通帳への預け入れ

・茨城県高等学校文化連盟に提出する会計処理データの作成（書類作成は事務局長）

・第１回理事会（４月）、第２回理事会（１月）に行う会計決算報告とその報告文

書の作成、同様に予算案の作成も行う。

ｅ 監査

・第１回理事会（４月）、第２回理事会（１月）の会計決算文書を、通帳と領収書

を照らし合わせ確認し、理事会で確認報告を行う。監査作業は理事会の前に行う。

ｆ 書記

・第１回理事会（４月）、第２回理事会（１月）及び大会時顧問会議の議事録を作

成し、事務局長に提出する。

・高校将棋大会の結果記録を、事務局長、大会運営者と共に行う。

・その他の記録を行う。

ｇ 春季大会担当

・概要は下記の通りだが、具体的な内容は「３ 大会運営担当者業務（大会運営準

備）」を参照する。

・将棋部会サイトのデータファイルをダウンロードし、大会運営の準備を行う。

・大会公文書を作成、配付する。

・出場申込受付担当者となる。

・試合当日に使用するデジタルデータ、結果記入（掲示）用用紙、くじ、個人結果

記入用個票、要項を作成、配付する。

・大会用の賞状、賞品の管理と発注を行う。

・試合結果を整理したデジタルデータを作成し、事務局長に送付する。また大会参

加校にＦＡＸや電子メール等で送付し、自校選手の記録に誤りがないかの確認を

依頼する。

ｈ 夏季大会（高校竜王戦）担当

春季大会と同様に行うが、団体戦は無い。具体的な内容は「３ 大会運営担当
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者業務（大会運営準備）」を参照する。

ｉ 県総文祭担当

茨城県高等学校総合文化祭の総合開会式の一部として行う。上位大会はない。

団体戦は無い。具体的な内容は「３ 大会運営担当者業務（大会運営準備）」を

参照する。

ｊ 秋季大会担当

春季大会と同様に行うが、団体戦は無い。具体的な内容は「３ 大会運営担当

者業務（大会運営準備）」を参照する。

ｋ 審判（「Ｂグループ」から選出しても可）

日本将棋連盟の定める規定に則り、高校将棋大会時にルール上の最終判断を行う。

ｌ ｗｅｂ制作担当（「②グループ」から選出しても可）

会長の指導監督の下、ｗｅｂサイトを制作・管理し、コンテンツを作成する。
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３ 大会運営担当者業務（大会運営準備）

① 春季大会

全国高等学校総合文化祭将棋部門の県代表を決定する大会であり、団体戦と個人

戦を行う。県代表決定戦は男子はノックアウト式トーナメント、過去に出場辞退者

が多かった女子部門については総当たりまたはスイス式トーナメントで行い順位を

付け、辞退者が出たとき対応できるようにすることを原則とする。男子個人戦も出

場辞退者が出たときに備え、３位決定戦を行うが賞状はどちらも３位とする。団体

戦県代表決定戦以外はＢ級としてスイス式トーナメントで行い、選手が経験を積め

るように多く試合を行えるようにする。個人戦はＢ級・Ｃ級（初心者戦）を設ける。

・大会実施会場の決定

実施会場は大会運営者が事務局長と相談して決定する。「９ 会場について」

を参照。

・大会運営準備

将棋部会サイトの「茨高文連将棋部会大会試合運営データ類(茨城県高校将棋

部顧問用)」にある「春季大会用」各種データファイルをダウンロードし、大会

運営の準備を行う。

将棋部会サイト http://www.shogi.koubun.ibk.ed.jp/
茨高文連将棋部会大会試合運営データ類(茨城県高校将棋部顧問用)

http://www.shogi.koubun.ibk.ed.jp/unei.html
ダウンロードデータ

→大会運営用 Excel ファイル、くじ、将棋大会記録個票、将棋棋譜記録用紙
・春季大会公文書

春季大会の公文書案を作成し、事務局長及び会長の了承を取り、将棋部会加入

校に送付、提供する。第１回理事会で公文書案を提示し、了承されたらそのまま

公文書とし、必要に応じて修正を行う。提供方法は電子メール・ＦＡＸ等で行う。

茨城県高等学校文化連盟から、電子メールで県立学校に送信する場合は、各学校

の公文書アドレスへの送信が推奨されている。

・出場申込受付

出場申込の受付担当者となる。ＦＡＸのみの受付か、電子メールでの受付も可

とするかは春季大会担当幹事校が決定し、公文書に明記する。大会への参加が継

続している加入校からの出場申し込みが無かった場合、文書不着や申し込み忘れ

等に備え、加入校への確認を行う。

・試合当日使用印刷物等作成

試合当日に使用するデジタルデータ、結果記入（掲示）用紙、くじ、個人結果

記入用個票、要項を作成（印刷）、配付する。要項の印刷枚数は出場選手数と顧

問の人数に若干の予備を加えた数とする。

デジタルデータ→「大会運営用 Excel ファイル 春季大会」に各学校からの出

場者氏名等のデータをコピー（入力）する。「資料６」を参照。

結果記入（掲示）用紙→「大会運営用 Excelファイル 春季大会」の「団体Ａ」

等のシートを印刷し、各級各組の進行係はこれに試合結果を記入す

る。
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くじ→団体戦と個人戦の両方を出場人数に応じて準備する。

個人結果記入用個票→大会実施日を入力し印刷する。

要項→昨年度の要項を書き改め作成する。必要なページは表紙、実施要項（大

会役員・日程）、茨城県高等学校将棋連盟主催大会規定、出場選手

名簿、大会役員決定に際しては以下のことに留意する。

大会役員決定→Ａグループｋ項の「審判」が当日、試合会場にいるときはＡ級

（団体・個人）に割り当て、係の長とする。またＡ級決勝戦できれ

ばＡ級準決勝戦も棋譜を採り、茨城新聞将棋欄に取り上げていただ

ける準備を行う。女子進行係については出場選手がなく、利害関係

のないところから選ぶ。Ｂ級各組の長は、経験があり手合いの付け

方や「大会運営用 Excel ファイル」の使用方法を理解している顧問
から選ぶ。各係の長以外は、出場選手の人数に応じて割り当てる。

開会式・閉会式（表彰）→開会式の「司会・会長挨拶・優勝杯返還・選手宣誓

・競技上の注意」、閉会式の「成績発表・表彰・賞状伝達者・介添

え・講評」については要項印刷前に該当者（顧問）に事前に連絡・

引き受け依頼する。

・大会用の賞状、賞品の管理と発注を行う。

賞状→前年度の春季大会担当者から受領し、大会終了後次年度に次期春季大会

担当者に引き継ぐ。出場者数に応じた予測される入賞者数に基づき、賞

状が不足すると思われる場合は春季大会担当者が業者に発注し、費用は

会計担当者に請求する。賞状授与対象者は「７ 賞典規定」に基づく。

賞品→春季大会のみ優勝杯（男子団体）返還がある。

他の賞典は「７ 賞典規定」に基づく。扇子については日本将棋連盟支

部会員は割引購入できるので、将棋部会内に該当者がいれば依頼する。

楯については各級各組の１位に授与する。優勝者楯は１つあたり、送料

と文字入れ料金を含め三千円～三千五百円程度のものを用意する。彫り

込む文字は

平成 27年度茨城県高等学校
春季将棋大会 男子団体優勝

2015.5.8

のように行う。「男子団体」に相当する部門は

男子団体 ／ 女子団体 ／ 男子個人Ａ級 ／ 女子個人 ／

団体Ｂ級 ／ 個人Ｂ級 ／ 個人Ｃ級

がある。「Ｂ級」「Ｃ級」個人は設定する組数だけ準備する必要がある。

・試合結果を整理したデジタルデータを作成し、事務局長に送付する。また大会参

加校にＦＡＸや電子メール等で送付し、自校選手の記録に誤りがないかの確認を

依頼する。

② 夏季大会（高校竜王戦）担当

全国高等学校将棋竜王戦の県代表１名を決定する大会であり、個人戦を行う。
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高校竜王戦は読売新聞社西部本社と日本将棋連盟が主催者であり、県大会（県予

選）は茨城県高等学校文化連盟（将棋部会）も主催となり、主管する。そのため、

読売新聞社から運営指示書・報告書・県代表者用賞状（１枚）等が担当者に送ら

れてくるので、熟読して対応する。最終的な全国高校竜王戦出場申し込みの責任

者は出場権獲得校の顧問である（資料９参照）。また読売新聞社から補助金が出

るので必要に応じ竜王戦扇子を購入し、賞品に充てる。大会当日に読売新聞社水

戸支局から、支局長と記者が来る。そのため、大会会場は水戸市内、特に県民文

化センター分館または水戸一高知道会館以外での実施は難しい。読売新聞社水戸

支局長は県代表者賞状授与と主催者挨拶を行う。読売新聞は大会翌日に大会記事

の掲載を行うため、優勝者コメント、優勝者と準優勝者の年齢と学年、大会出場

学校数、各級の出場者人数、大会出場者人数合計、各級各組の入賞者氏名と学校

名を要求される。大会時間中にこれを整理しておく必要がある。選手の年齢制限

がある。

・大会実施会場の決定

実施会場は大会運営者が事務局長と相談して決定する。「９ 会場について」

と上記の読売新聞社との関係を参照。

・大会運営準備

将棋部会サイトの「茨高文連将棋部会大会試合運営データ類(茨城県高校将棋

部顧問用)」にある「竜王戦用」各種データファイルをダウンロードし、大会運

営の準備を行う。

将棋部会サイト http://www.shogi.koubun.ibk.ed.jp/
茨高文連将棋部会大会試合運営データ類(茨城県高校将棋部顧問用)

http://www.shogi.koubun.ibk.ed.jp/unei.html
ダウンロードデータ

→大会運営用 Excel ファイル、くじ、将棋大会記録個票、将棋棋譜記録用紙
・夏季大会（高校竜王戦）公文書

夏季大会（高校竜王戦）の公文書案を作成し、事務局長及び会長の了承を取り、

将棋部会加入校に送付、提供する。春季大会顧問会議で公文書案を提示し、了承

されたらそのまま公文書とし、必要に応じて修正を行う。提供方法は、理事会ま

たは大会顧問会議での配付・電子メール・ＦＡＸ等で行う。茨城県高等学校文化

連盟から、電子メールで県立学校に送信する場合は、各学校の公文書アドレスへ

の送信が推奨されている。主催者の定める出場者の年齢制限は必ず盛り込む。

・出場申込受付

出場申込の受付担当者となる。ＦＡＸのみの受付か、電子メールでの受付も可

とするかは夏季大会（高校竜王戦）担当幹事校が決定し、公文書に明記する。大

会への参加が継続している加入校からの出場申し込みが無かった場合、文書不着

や申し込み忘れ等に備え、加入校への確認を行う。

・試合当日使用印刷物等作成

試合当日に使用するデジタルデータ、結果記入（掲示）用紙、くじ、個人結果

記入用個票、要項を作成（印刷）、配付する。要項の印刷枚数は出場選手数と顧

問の人数に若干の予備を加えた数とする。
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デジタルデータ→「大会運営用 Excel ファイル 夏季大会（高校竜王戦）」に

各学校からの出場者氏名等のデータをコピー（入力）する。「資料

６」を参照。

結果記入（掲示）用紙→「大会運営用 Excelファイル 夏季大会（高校竜王戦）」

の「対戦表」Ａ・Ｂ・Ｃ等のシートを印刷し、各級各組の進行係は

これに試合結果を記入する。

くじ→個人戦出場人数に応じて準備する。

個人結果記入用個票→大会実施日を入力し印刷する。

要項→昨年度の要項を書き改め作成する。必要なページは表紙、実施要項（大

会役員・日程）、茨城県高等学校将棋連盟主催大会規定、出場選手

名簿、大会役員決定に際しては以下のことに留意する。

大会役員決定→Ａグループｋ項の「審判」が当日、試合会場にいるときはＡ級

（団体・個人）に割り当て、係の長とする。またＡ級決勝戦できれ

ばＡ級準決勝戦も棋譜を採り、茨城新聞将棋欄に取り上げていただ

ける準備を行う。ＢＣ級各組の長は、経験があり手合いの付け方や

「大会運営用 Excel ファイル」の使用方法を理解している顧問から
選ぶ。各係の長以外は、出場選手の人数に応じて割り当てる。

開会式・閉会式（表彰）→開会式の「司会・会長挨拶・選手宣誓・競技上の注

意」、閉会式の「成績発表・表彰・賞状伝達者・介添え・講評」に

ついては要項印刷前に該当者（顧問）に事前に連絡・引き受け依頼

する。

・大会用の賞状、賞品の管理と発注を行う。

賞状→読売新聞社からの日本将棋連盟賞状は大会当日まで管理する。茨城県高

等学校文化連盟将棋部会賞状は、前年度の夏季大会（高校竜王戦）大会

担当者から受領し、大会終了後次年度に次期夏季大会（高校竜王戦）担

当者に引き継ぐ。出場者数に応じた予測される入賞者数に基づき、賞状

が不足すると思われる場合は夏季大会（高校竜王戦）担当者が業者に発

注し、費用は会計担当者に請求する。賞状授与対象者は「７ 賞典規定」

に基づく。

賞品→賞典は「７ 賞典規定」に基づく。扇子については日本将棋連盟支部会

員は割引購入できるので、将棋部会内に該当者がいれば依頼する。楯に

ついては各級各組の１位に授与する。優勝者楯は１つあたり、送料と文

字入れ料金を含め三千円～三千五百円程度のものを用意する。彫り込む

文字は

平成 27年度茨城県高等学校
将棋竜王戦 Ａ級優勝

2015.6.13

のように行う。「Ａ級」に相当する部門は

Ａ級 ／ Ｂ級 ／ Ｃ級 ／

がある。「Ｂ級」「Ｃ級」は設定する組数だけ準備する必要がある。
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・試合結果を整理したデジタルデータを作成し、事務局長に送付する。また大会参

加校にＦＡＸや電子メール等で送付し、自校選手の記録に誤りがないかの確認を

依頼する。

③ 県総文祭担当

茨城県高等学校総合文化祭の一部として行う。上位大会はない。団体戦は無い。

日本将棋連盟の定める基準に基づき、スイス式トーナメント４グループに分けて

段級位の認定を４対局以上行い、認定証交付を行う。茨城県では５対局を原則と

する。該当成績を挙げた免状授与希望者には、日本将棋連盟に対し有料の免状斡

旋を行う。茨城県高等学校総合文化祭の一部であるため、事務局長は茨城県高等

学校文化連盟拡大理事会において様々な指示を受けるので、その指示に従って大

会運営を行う。将棋部会は要請に応じて下記のように総合開会式の役員を出す。

県総文祭総合開会式については、平成 29 年度第 2 回理事会決定により、以後
は総文祭総合開会式と別日に県総文祭将棋大会を実施することにした。総合開会

式には事務局長の学校を中心に、幹事校と私立学校から役員（誘導等高文連から

指示された役割）と参加者（発表・参列）を出す。私立学校については、予定の

物品管理ができず他校に依頼するなどしていた場合は、その学校を選出すること

になった。

・大会実施会場の決定

実施会場は大会運営者が事務局長と相談して決定する。「９ 会場について」

を参照。

・大会運営準備

将棋部会サイトの「茨高文連将棋部会大会試合運営データ類(茨城県高校将棋

部顧問用)」にある「県総文祭大会用」各種データファイルをダウンロードし、

大会運営の準備を行う。

将棋部会サイト http://www.shogi.koubun.ibk.ed.jp/
茨高文連将棋部会大会試合運営データ類(茨城県高校将棋部顧問用)

http://www.shogi.koubun.ibk.ed.jp/unei.html
ダウンロードデータ

→大会運営用 Excel ファイル、くじ、将棋大会記録個票、将棋棋譜記録用紙
・県総文祭大会公文書

県総文祭大会の公文書案を作成し、事務局長及び会長の了承を取り、将棋部会

加入校に送付、提供する。会長に了承されたらそのまま公文書とする。文書が早

期にできていたら、竜王戦時の顧問会議で提示してもよい。提供方法は、理事会

または大会顧問会議での配付・電子メール・ＦＡＸ等で行う。茨城県高等学校文

化連盟から、電子メールで県立学校に送信する場合は、各学校の公文書アドレス

への送信が推奨されている。可能であれば高校竜王戦の時に各学校顧問に配付し

たい。

・出場申込受付

出場申込の受付担当者となる。ＦＡＸのみの受付か、電子メールでの受付も可

とするかは県総文祭大会担当幹事校が決定し、公文書に明記する。大会への参加
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が継続している加入校からの出場申し込みが無かった場合、文書不着や申し込み

忘れ等に備え、加入校への確認を行う。

・試合当日使用印刷物等作成

試合当日に使用するデジタルデータ、結果記入（掲示）用紙、くじ、個人結果

記入用個票、要項を作成（印刷）、配付する。要項の印刷枚数は出場選手数と顧

問の人数に若干の予備を加えた数とする。

デジタルデータ→「大会運営用 Excel ファイル 県総文祭大会」に各学校から

の出場者氏名等のデータをコピー（入力）する。「資料６」を参照。

結果記入（掲示）用紙→「大会運営用 Excel ファイル 県総文祭大会」の「要

項用」等のシートを印刷し、各級各組の進行係はこれに試合結果を

記入する。

くじ→個人戦の出場人数に応じて準備する。

個人結果記入用個票→大会実施日を入力し印刷する。

要項→昨年度の要項を書き改め作成する。必要なページは表紙、実施要項（大

会役員・日程）、茨城県高等学校将棋連盟主催大会規定、出場選手

名簿、大会役員決定に際しては以下のことに留意する。

大会役員決定→Ａグループｋ項の「審判」が当日、試合会場にいるときはＡ級

（団体・個人）に割り当て、係の長とする。またＡ級上位者の棋譜

を採り、茨城新聞将棋欄に取り上げていただける準備を行う。各級

各組の長は、経験があり手合いの付け方や「大会運営用 Excel ファ
イル」の使用方法を理解している顧問から選ぶ。各係の長以外は、

出場選手の人数に応じて割り当てる。

開会式・閉会式（表彰）→開会式の「司会・会長挨拶・選手宣誓・競技上の注

意」、閉会式の「成績発表・表彰・賞状伝達者・介添え・講評」に

ついては要項印刷前に該当者（顧問）に事前に連絡・引き受け依頼

する。

・大会用の賞状、賞品の管理と発注を行う。

賞状→前年度の県総文祭大会担当者から受領し、大会終了後次年度に次期県総

文祭大会担当者に引き継ぐ。出場者数に応じた予測される入賞者数に基

づき、賞状が不足すると思われる場合は県総文祭大会担当者が業者に発

注し、費用は会計担当者に請求する。賞状授与対象者は「７ 賞典規定」

に基づく。

賞品→賞典は「７ 賞典規定」に基づく。扇子については日本将棋連盟支部会

員は割引購入できるので、将棋部会内に該当者がいれば依頼する。楯は

授与しない。

・試合結果を整理したデジタルデータを作成し、事務局長に送付する。また大会参

加校にＦＡＸや電子メール等で送付し、自校選手の記録に誤りがないかの確認を

依頼する。

④ 秋季大会担当

全国高等学校文化連盟将棋新人大会及び関東高校文化連盟将棋専門部選手権大

会の県代表を決定する大会であり、個人戦を行う。団体戦はない。県代表決定戦
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は男子はノックアウト式トーナメント、過去に出場辞退者が多かった女子部門に

ついては総当たりまたはスイス式トーナメントで行い順位を付け、辞退者が出た

とき対応できるようにすることを原則とする。順位をつけて上位大会運営事務局

に報告するので３位決定戦等を行う（賞状は３位と４位を作る）。県代表決定戦

以外はＢ級としてスイス式トーナメントで行い、選手が経験を積めるように多く

試合を行えるようにする。

・大会実施会場の決定

実施会場は大会運営者が事務局長と相談して決定する。「９ 会場について」

を参照。

・大会運営準備

将棋部会サイトの「茨高文連将棋部会大会試合運営データ類(茨城県高校将棋

部顧問用)」にある「秋季大会用」各種データファイルをダウンロードし、大会

運営の準備を行う。

将棋部会サイト http://www.shogi.koubun.ibk.ed.jp/
茨高文連将棋部会大会試合運営データ類(茨城県高校将棋部顧問用)

http://www.shogi.koubun.ibk.ed.jp/unei.html
ダウンロードデータ

→大会運営用 Excel ファイル、くじ、将棋大会記録個票、将棋棋譜記録用紙
・秋季大会公文書

秋季大会の公文書案を作成し、事務局長及び会長の了承を取り、将棋部会加入

校に送付、提供する。県総文祭大会顧問会議で公文書案を提示し、了承されたら

そのまま公文書とし、必要に応じて修正を行う。提供方法は、理事会または大会

顧問会議での配付・電子メール・ＦＡＸ等で行う。茨城県高等学校文化連盟から、

電子メールで県立学校に送信する場合は、各学校の公文書アドレスへの送信が推

奨されている。可能であれば県総文祭大会の時に各学校顧問に配付したい。

・出場申込受付

出場申込の受付担当者となる。ＦＡＸのみの受付か、電子メールでの受付も可

とするかは秋季大会担当幹事校が決定し、公文書に明記する。大会への参加が継

続している加入校からの出場申し込みが無かった場合、文書不着や申し込み忘れ

等に備え、加入校への確認を行う。

・試合当日使用印刷物等作成

試合当日に使用するデジタルデータ、結果記入（掲示）用紙、くじ、個人結果

記入用個票、要項を作成（印刷）、配付する。要項の印刷枚数は出場選手数と顧

問の人数に若干の予備を加えた数とする。

デジタルデータ→「大会運営用 Excel ファイル 秋季大会」に各学校からの出

場者氏名等のデータをコピー（入力）する。「資料６」を参照。

結果記入（掲示）用紙→「大会運営用 Excel ファイル 秋季大会」の「Ａ対戦

表」等のシートを印刷し、これに試合結果を記入する。

くじ→団体戦と個人戦の両方を出場人数に応じて準備する。

個人結果記入用個票→大会実施日を入力し印刷する。

要項→昨年度の要項を書き改め作成する。必要なページは表紙、実施要項（大
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会役員・日程）、茨城県高等学校将棋連盟主催大会規定、出場選手

名簿、大会役員決定に際しては以下のことに留意する。

大会役員決定→Ａグループｋ項の「審判」が当日、試合会場にいるときはＡ級

（団体・個人）に割り当て、係の長とする。またＡ級決勝戦できれ

ばＡ級準決勝戦も棋譜を採り、茨城新聞将棋欄に取り上げていただ

ける準備を行う。女子進行係については出場選手がなく、利害関係

のないところから選ぶ。Ｂ級各組の長は、経験があり手合いの付け

方や「大会運営用 Excel ファイル」の使用方法を理解している顧問
から選ぶ。各係の長以外は、出場選手の人数に応じて割り当てる。

開会式・閉会式（表彰）→開会式の「司会・会長挨拶・選手宣誓・競技上の注

意」、閉会式の「成績発表・表彰・賞状伝達者・介添え・講評」に

ついては要項印刷前に該当者（顧問）に事前に連絡・引き受け依頼

する。

・大会用の賞状、賞品の管理と発注を行う。

賞状→前年度の秋季大会担当者から受領し、大会終了後次年度に次期秋季大会

担当者に引き継ぐ。出場者数に応じた予測される入賞者数に基づき、賞

状が不足すると思われる場合は秋季大会担当者が業者に発注し、費用は

会計担当者に請求する。賞状授与対象者は「７ 賞典規定」に基づく。

賞品→賞典は「７ 賞典規定」に基づく。扇子については日本将棋連盟支部会

員は割引購入できるので、将棋部会内に該当者がいれば依頼する。楯に

ついては各級各組の１位に授与する。優勝者楯は１つあたり、送料と文

字入れ料金を含め三千円～三千五百円程度のものを用意する。彫り込む

文字は

平成 27年度茨城県高等学校
秋季将棋大会 男子Ａ級優勝

2015.11.13

のように行う。「男子Ａ級」に相当する部門は

男子Ａ級 ／ 女子 ／ Ｂ級

がある。「Ｂ級」は設定する組数だけ準備する必要がある。

・試合結果を整理したデジタルデータを作成し、事務局長に送付する。また大会参

加校にＦＡＸや電子メール等で送付し、自校選手の記録に誤りがないかの確認を

依頼する。
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４ 大会当日の留意事項

①写真の撮影

茨城県高等学校文化連盟事務局から事務局長に提出要求を受けることがあるので、

事務局長、大会担当者、記録係は対局を写真撮影し、保管する。この写真は周年記念

誌にも使用するため、事務局長は撮影したものを整理し、次の事務局長に引き継ぐ。

②開会式「競技上の注意」でいうべき内容

ａ Ａ級・女子・Ｂ級各組の対戦場所の指示を行う。

ｂ ルールは日本将棋連盟の規定に則る。

ｃ 入玉宣言するときは、対局中それが書いてあるものを見ることは認めない。

ｄ マナーを守る。

ｅ 服装については生徒所属学校の規定を守る。

ｆ 外部指導者が来る場合（日本将棋連盟からの派遣棋士や文化活動推進事業講師）、

そのことに関する注意を行う。

ｇ Ａ級は全国大会・関東大会の予選でもあるので、選手は指した指で対局時計を押

す。これは上位大会ではマナーではなくルールであり、上位大会では違反すると

失格とされる場合もある。

ｈ 女子部門があるときは下記の注意を行う。

【女子部門出場希望者１名のとき】

女子部門は出場希望者が１名のときは試合が行えないので、「茨城県高等学校

将棋連盟主催大会規定」３に基づき、表彰は女子として行い、Ｂ級で試合を行う。

ただし、Ｂ級での試合結果による表彰は行わない。

【女子部門をスイス式トーナメントで行うとき】

勝数が同じで誰と手合いを付けるかによって上位大会への出場権が動くとき

は、係の長は事務局長と相談の上で関係者を招集し、抽選の上で手合いをつける。

③県代表決定戦（Ａ級）の運営の留意点

ａ シードを決めて組み合わせを行う。シード決定については、別項の「シードに関

する指針」を参照する。

ｂ 千日手等が出ると終了時間が遅くなるので、進めることができるところは直ちに

試合を開始させる。昼食時間に関する時間帯では配慮する。

ｃ 決勝戦・準決勝戦を採譜して茨城新聞社将棋欄掲載に備える。棋譜は茨城新聞社

将棋欄に執筆することが多い方に依頼する。また棋譜は事務局長に渡して、記念

誌作成【精選棋譜】に備える。

ｄ 竜王戦では、棋譜を採り（当日、将棋に一番詳しい将棋顧問〔審判〕が）読売新

聞社から来た記者に解説するが、記事は将棋を知らない読者を対象とするため、

難しく考える必要はない。「…という戦型になり、先手（後手）が有利な局面を

築き、そのまま押し切った（逆転された）。」程度でよい。記者は対局者にもイ

ンタビューするので、詳しいことは選手に尋ねてもらう。
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ｅ 竜王戦では、高校竜王戦担当者と連携をとり、大会結果報告書に記入できる部分

を記入し、全国高校竜王戦出場権獲得校の顧問に報告書を渡して、残りの必要事

項を顧問が記入して郵送するよう依頼する。最終的な全国高校竜王戦出場申し込

みの責任者は出場権獲得校の顧問である（資料９参照）。

④シード対象者

資料４「シードに関する指針」を参照する。

⑤外部指導者招聘時の留意点

外部指導者を招くときは昼食の注文をして、昼食場所の設定を行う。必要に応じて

別会場（部屋）を借り上げる。

⑥大会当日に各係担当者に指示すること

ａ 当日朝に学校単位で受付を行い、大会欠席者を確認する。【受付】

ｂ 階級毎の運営管理者に大会欠席生徒者の氏名を連絡し、準備を整える。Ｂ級（ス

イス式トーナメント）は人数調整を行い、可能な限り、各組人数が偶数になる

ように留意する。【各階級進行係長】

ｃ 上記ｂを確認後、階級毎の運営管理者は抽選を行う。【各階級進行係長】

ｄ 試合開始後は規定の試合数の変更は行わない。

ｅ スイス式トーナメントで上位大会の代表権を争い、手合いの付け方で判断に迷

う場合は、担当者は事務局長と相談の上で抽選で対戦相手を決定する。【各階

級進行係長】

ｆ コンピュータ担当者以上を１名決め、試合終了後にスイス式トーナメントの順

位を出せるようにする。【各階級進行係内で決定】

ｇ 試合の進行に応じ、賞状筆耕を進める。【各階級進行係内で決定】

ｈ 可能な場合はＡ級の試合の棋譜をとり、新聞将棋欄掲載に備える。【Ａ級担当】

ｉ 上位大会がある場合は閉会式後、必要な文書を引率者に渡す。引率者が保護者

である場合は所属校との打ち合わせを依頼。【代表権獲得者の引率者】

ｊ 用具類は管理担当者が次期大会まで保管する。【物品管理担当校】

ｋ 県総文祭大会の時は棋力認定基準を要項等に明記し、説明も行う。【大会担当

校または司会】

ｌ 大会結果の整理・保管を行い、まとめたものを大会参加校にＦＡＸ等で送信し、

確認の依頼を行う。【大会担当校】

ｍ 担当者は整理、結果確認が済んだデジタルデータを茨城県将棋部会事務局に提

出する。【大会担当校】

ｎ 県総文祭大会の結果（デジタルデータ）は事務局長に提出し、事務局長は日本

将棋連盟指定書式で、日本将棋連盟に段級認定結果を報告する。【事務局長】

ｏ 大会結果は担当者が次期大会や理事会において書類で報告する。【大会担当校】

ｐ 結果を記入した個票や対戦表は年度末の報告が済むまで担当者が保管し、１０

年毎（程度）に発刊する記念誌に備える。【大会担当校】
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５ 事務局長（事務局次長）業務

将棋そのものに関する業務と、茨城県高等学校文化連盟等の折衝等、事務的な業務

とを切り分けて、将棋そのものに関することは将棋部会の造詣に深い方【①グループ

ｋ項の「審判」等】と相談する。事務局長は事務局次長と協力して、将棋部会の公文

書作成等の事務業務を行う。原則として事務局長は高等学校文化連盟全国将棋専門部

事務局との、事務局次長は高等学校文化連盟関東地区将棋専門部事務局との対応を行

う。ただし、高校竜王戦と関東大会以外の上位大会（全国）への出場選手報告（登録）

は事務局長が行う。高校竜王戦は全国大会出場選手の顧問、関東大会は事務局次長が

行う。担当者から提出された高校生棋譜は茨城新聞将棋欄執筆者に送信する。現在は

茨城県支部連合会の美馬和夫氏に依頼している。

①送付文書の作成（県内の将棋部会加入校に対して）

ａ 公文書（大会・会議通知）

ア 総会（第１回理事会）４月

イ 春季大会

ウ 高校竜王戦

エ 全国総文祭選手派遣依頼

オ 県総文祭

カ 秋季大会

キ 全国新人大会選手派遣依頼

ク 第２回理事会（１月）

※総会（第１回理事会）公文書は前年度３月末～４月３日までには送付したい。送

付対象は最低限として前年度将棋部会加入校、できれば県内の全高等学校と中等

教育学校、茨城工業高等専門学校に送付したい。これの返信結果を受けて理事会

レジメ（出席校一覧）を作成する。

※「関東大会選手派遣依頼」は関東事務局から送付されるので、それを配付する。

※上記以外に高等学校文化活動推進事業があるときは、「開催通知文書、講師（指

導者）派遣依頼文書」、大会運営するために主幹となる者が不足する場合は、主

幹教諭派遣依頼文書を作成する。

※県内で全国大会や新人大会があるときは必要な文書を発行する。

※「イ・ウ・オ・カ」は大会担当者が作成するので内容を確認する。

※上記の文書発行に際しては、全て会長の承認を得てからにする。

ｂ 理事会レジメ

ア 総会（第１回理事会）

昨年度事業報告、今年度事業計画（案）、昨年度役員、役員改選（新役員案）、

今年度加入校一覧（出欠）の資料は必ず掲載する。また、春季大会担当者に連絡

し、春季大会公文書案を持参願い、会議で検討する。

イ 第２回理事会

今年度事業報告、来年度事業計画（案）、今年度役員、新役員役員案、今年度

加入校一覧（出欠）の資料は必ず掲載する。

②報告（提出）文書の作成（茨城県高等学校文化連盟の事務局または幹事に対して）

ａ 春季大会結果（出場人数、出場校数等）を総文祭県予選報告として茨城県高等学校
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文化連盟事務局に指定された書式で報告し、「全国高等学校総合文化祭出場校(者)

推薦に係る調査」に全国総文祭大会出場者の氏名、学年、学校名を報告する。（５

月）

ｂ 茨城県高等学校文化連盟事務局から、全国高等学校総合文化祭参加記（大会参加感

想文）の執筆推薦依頼が来るので、生徒の推薦を行う。（６月）

ｃ 茨城県高等学校文化連盟事務局に指定された書式で、将棋部会の「部会活動計画」

(高文連会報原稿)の提出する。資料１１を参照する。（７月）

ｄ 全国高等学校総合文化祭実績報告書（総文祭県勢成績報告）を指定された書式で提

出する。資料８を参照する。（１１月）

ｅ 茨城県高等学校文化連盟理事会(第３回)資料の「将棋部会の事業報告及び反省」を

提出する。資料１１を参照する。（１２月）

ｆ 茨城県高等学校文化連盟会報生徒版(茨高文連ガイド)の原稿を提出する。（１２月）

ｇ 茨城県高等学校文化連盟賞受賞者３名（個人または団体）を実績報告書とともに提

出する。（１２月）

ｈ 部会活動報告(『茨高文連会報』）原稿を提出する。資料１１を参照する。（１２月）

ｉ 茨城県高等学校文化連盟事務局から次年度全国総文祭大会出場者数の見込みを確認

されるので、出場可能人数を報告する。たいていの場合は、団体（男子・女子）各

１チーム（３名）、個人（男子・女子）各２名の合計１０名と報告する。（１２月

～）

ｊ 「事業実績報告書・会計報告・上位大会入賞調査」を提出する。資料１０を参照す

る。（２月）

③報告（提出）文書の作成（県外）

ａ 将棋専門部部会長・事務局長報告書

前年度の内に茨城県高等学校文化連盟将棋専門部事務局メールアドレスに報告

書が送られるので、会長と事務局長の氏名・所属校・所在地等を記載し、返信す

る。

ｂ 総文祭県予選報告（都道府県大会調査）

全国将棋事務局に大会名称、実施日、参加人数、実施場所等を、都道府県大会

調査（総文祭県予選報告）として報告する。資料７を参照する。

ｃ 全国総文祭第１回理事会出席者報告

全国事務局に全国総文祭第１回理事会への出席者氏名等を指定された書式で報

告する。

ｄ 全国総文祭（全国高等学校総合文化祭将棋部門）

出場校は大会開催地事務局所定の書式で、下記「参加申込書別紙１～３」（紙

とデジタルデータ）を送付する。資料５は、いばらき総文時の申込書の資料であ

る。ここ数年全国で使っている形式の場合、この形式となっている。別紙１～３

は茨城県高等学校文化連盟事務局から（４月上旬に）紙で送付される。またほと

んどの場合、開催地都道府県高等学校文化連盟サイトにもアップロードされる。

参加申込書別紙１〔学校名・校長名・職印が必要／出場校作成〕

参加申込書別紙２（参加部門に関する基本調査）〔選手名記載／出場校作成〕

参加申込書別紙３（将棋部門出場者氏名記入用紙）〔県事務局作成〕
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別紙１と２は出場校が、開催地都道府県高等学校文化連盟（たいていは事務局）

に送付する。別紙２は出場校が開催地都道府県高等学校文化連盟将棋専門部事務

局にも送付する。別紙３は都道府県高等学校文化連盟将棋専門部事務局が作成し、

開催地都道府県高等学校文化連盟将棋専門部事務局に送付する。

茨城県高等学校文化連盟将棋部会事務局は、別紙２を確認しながら別紙３を作

成し、別紙２全部と別紙３を電子メールで開催地の都道府県高等学校文化連盟将

棋専門部事務局に送信する。これをもとに全国総文祭で配付されるプログラム冊

子等が作られる。

その他、全国事務局から検討依頼事項等があった場合は事前に検討し、必要に

応じ文書を作成する。

ｅ 高校竜王戦（全国高等学校将棋竜王戦）

読売新聞社から指示書がある。終了後に報告書等があるが、これは事務局でな

く高校竜王戦担当校顧問がＡ級運営責任者と連携を取り、大会当日に試合結果等

分かっていることを記入して出場権獲得校顧問に渡す。最終的な全国高校竜王戦

出場申し込みの責任者は出場権獲得校の顧問である。資料９を参照する。

ｆ 新人大会県予選報告（都道府県大会調査）

全国事務局に「都道府県新人大会調査」を提出する。

ｇ 新人大会第２回理事会出席者報告

全国事務局に全国総文祭第２回理事会への出席者氏名等を指定された書式で報

告する。

ｈ 関東大会（関東高校文化連盟将棋専門部選手権大会）

事務局次長は開催地都道府県高等学校文化連盟将棋専門部事務局に指示された

書式で出場権獲得者を報告する。書類は現在、登録校（事務局次長）に郵送で送

られることが多い。開催地事務局への報告書提出前に出場辞退者の有無を確認す

ることが必要である。

ｉ 全国新人大会（全国高等学校文化連盟将棋新人大会）

開催地都県高等学校文化連盟将棋専門部事務局に指示された書式で出場権獲得

者を報告する。文書は、高等学校文化連盟全国将棋専門部事務局から茨城県高等

学校文化連盟将棋部会事務局に電子メールで送られる。これに出場権獲得者を記

載して報告する。開催地事務局への報告書提出前に出場辞退者の有無を確認する

ことが必要である。

④出張（県内）

ａ 上記①の大会及び会議には原則として全て参加する。

ｂ 茨城県高等学校文化連盟拡大理事会・研究協議会 ①５月・②９月・③２月

ｃ 茨城県高等学校文化連盟理事会（評議会）・研究協議会（全学校・全部会）５～６月

ｄ 茨城県高等学校文化連盟総合開会式に関する打ち合わせ。例年は４回

①６月 ②８月 ③９月 ④１０月

実務を把握する必要がある参加校（参列・部会発表・役員派遣）が望ましい。

⑤出張（県外）

全国高等学校総合文化祭中に行われる第１回理事会への出席が必要である。出席不可能
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な場合は代理を依頼する。第１回理事会への旅費は、所属校を介して茨城県から支給され

るが、第２回理事会の旅費は、全国高等学校文化連盟将棋専門部から茨城県高等学校文化

連盟に対して派遣依頼文書（公文書）が送られ、茨城県高等学校文化連盟から在籍校に派

遣依頼文書（公文書）が送られなければ、茨城県高等学校文化連盟から出席者（在籍校）

に支給されない。例外として茨城県高等学校文化連盟将棋部会内で第２回理事会旅費を支

給したのは、いばらき総文 2014 の実施が決定し、全国理事会において進捗状況を報告し
なければならなかった時のみである。そのため全国高等学校文化連盟将棋新人大会中に行

われる第２回理事会への出席は出場校顧問に依頼する。第１回理事会が終わった後には関

東地区高等学校文化連盟将棋専門部事務局県から招集がかかり、関東地区高等学校文化連

盟将棋専門部理事会が行われる。たいていはここで今年度の関東大会の説明が行われる。

全国大会の対局風景は茨城県高等学校文化連盟への提出を何回か求められるので、会議に

行った場合は撮影が必要。事務局長が行けない場合は大会引率顧問へ依頼する必要がある。

⑥茨城県高等学校文化連盟賞受賞者の選出

全国高等学校総合文化祭本県開催をきっかけに平成２６年度から創設された。各部会の

推薦により、茨城県高等学校文化連盟加盟校から３名（団体）まで選出されることになっ

た。平成２６年度理事会において、在学中３年間の実績をもとに判断することが申し合わ

せ事項となっている。受賞の基準は無い。１２月に候補者を報告する必要があるので、秋

季大会顧問会議には、候補者を審議しておく必要がある。

⑦高等学校文化活動推進授業

いばらき総文 2014で高まった高等学校の文化活動の裾野を広げ、活性化させるために、
平成 27 年度から高等学校文化活動推進授業が始まった。茨城県高等学校文化連盟の各部
会が数年おきに指定され、生徒が外部指導者から複数回の指導を受けるものである。この

とき、招聘する外部指導者は下記の方々が考えられる。実施は茨城県教育庁文化課と茨城

県高等学校文化連盟の指揮によるため、毎年行われるものではない。

日本将棋連盟棋士

日本将棋連盟女流棋士

奨励会（新進棋士奨励会）会員

茨城県在住アマ強豪

高等学校文化活動推進授業では指導料金の（全員分合計の）総額に上限があるため、誰

に依頼するかは事前に考えておく必要がある。また原則として指導費用は、茨城県から指

導者の銀行口座に直接振り込まれるため指導者に準備（口座通知・印鑑持参等）を依頼す

る必要がある。指導日については茨城県のアマ大会は日曜日に実施されることが多いため、

茨城県在住アマ強豪に指導依頼する関係上、なるべく日曜日は避けたい。アマ大会日につ

いては日本将棋連盟茨城県支部連合会に問い合わせるか、下記インターネット掲示板を参

照して確認する。

http://www3.ezbbs.net/33/kouhou-ibaraki/ 【未来への扉 茨城将棋】

⑧県内折衝

ａ 春季大会において、県高文連からの文書綴り、将棋部門の推薦・派遣依頼書、選手

派遣依頼公文書を全国総文祭出場権獲得高校顧問に手渡し、提出期日を伝える。職
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印を押印する文書があるので（たいていの学校では）起案が必要であり、早めに作

らないと間に合わないことを伝える。出場辞退者がいた場合は次席順位者に打診す

る。

ｂ 高校竜王戦の県内折衝は竜王戦担当校が行う。優勝者が出場辞退した場合は次席順

位者に打診する。

ｃ 全国将棋専門部事務局からの分担金送金依頼文書（電子メール）を会計担当に送付

し、送金依頼する。全国総文祭第１回理事会で領収書が渡されるため、それを会計

係に提出する。領収書は茨城県高等学校文化連盟に提出を求められる場合があるの

で、年度末までは必ず保管する必要がある。

ｄ 全国大会（総文祭大会、新人大会）についての疑義が生じた場合は、全国将棋専門

部に問題提起をすることができる。また、全国将棋専門部事務局から検討依頼項目

があった場合は理事会または顧問会議で事前に検討し、「茨城県としての」意見を

提出する必要がある。

ｅ 秋季大会では、全国将棋専門部事務局から送信されてきた要項等を印刷し、選手派

遣依頼公文書と併せて出場権獲得高校顧問に手渡し、提出期日を伝える。関東大会

文書は印刷物が送られるので同様に行う。また顧問のメールアドレス等を確認し、

デジタルデータを送信する。出場辞退者がいた場合は次席順位者に打診する。

ｆ 第１回、第２回理事会の実施前に会計と監査を招集し、監査を要請する。また全国

理事会での報告も要請する。

ｇ 茨城県で関東大会を行うときは、前年度に茨城県高等学校文化連盟事務局に予算申

請を行う。このとき実施会場や実施日等を記載した要項（案）を添える。申請は遅

くとも４月には行い、これを超過すると茨城県高等学校文化連盟の予算作成に間に

合わない。補助金申請をすると３０万円程度の補助がある（平成２７年度現在）。

大会終了後は、報告書を提出し、残額を指定の口座に返金する。この予算で会場借

り上げ、各種準備、大会要項、パンフレット（大会当日配付）、大会記録集（記録

整理集）の発刊等を行う。パンフレットと大会記録集は、茨城県高等学校文化連盟

将棋部会サイトの「茨高文連将棋部会発刊記念誌(pdf)」に平成２５年度第２４回
関東高等学校文化連盟将棋大会のものがアップロードしてある。

⑨対外折衝（県外）

ａ 平成２７年度現在、将棋専門部の全国の分担金は３万円、関東の分担金は１万５千

円である。この領収書は全国総文祭第１回理事会の時（全国領収書）と、全国総文

祭第１回理事会の後に行われる関東理事会の時（関東領収書）に渡される。領収書

茨城県高等学校文化連盟に提出する。

ｂ 高校竜王戦の報告書提出など県外折衝（読売新聞社西部本社・日本将棋連盟）は竜

王戦出場校顧問が行う。この報告書は竜王戦担当者が竜王戦出場校顧問に渡す。

⑩プロ棋士派遣事業（高等学校文化連盟棋士派遣事業）

高等学校文化連盟全国将棋専門部と公益社団法人日本将棋連盟との取り決めにより高等

学校文化連盟棋士派遣事業を行っている（平成２７年度現在）。凡その内容は下記の通り

だが、詳細は年度毎に決定されるので、全国将棋専門部から送られてくる通知を見て確認

する必要がある。この事業は茨城県高等学校文化連盟将棋部会事務局が日本将棋連盟普及
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免状部へ申請しなければ茨城県では実施されない。実施する場合は指導写真を張り込んだ

報告書が必要なので、指導中の写真と「高等学校文化連盟棋士派遣事業」の文言を入れた

張り紙を入れた写真を撮影しておく必要がある。この文言は変更されることもあるので、

全国将棋専門部通知に従い作成する。

各都道府県高等学校文化連盟将棋専門部から日本将棋連盟普及部学校担当へプ

ロ棋士の派遣申請があった場合は、公益社団法人日本将棋連盟からプロ棋士１名

の派遣が行われる。派遣棋士の指名はできない。棋士派遣終了後には、各都道府

県将棋専門部が所定の報告書（写真が必要）に必要事項を記載し、日本将棋連盟

及び高文連全国将棋専門部に提出する。高等学校文化連盟全国将棋専門部が日本

将棋連盟に支払う派遣料が補助金３０万円を越えた場合は、派遣事業実施都道府

県将棋専門部から不足分を徴収する。実施した将棋専門部数に応じて負担額は変

動する。

派遣申請期間 ４月１日～１２月末日（実施希望日２月前までに申請）

派遣期間は ６月１日～２月２８日

プロ棋士派遣業務に要する費用について、交通費は公益社団法人日本将棋連盟

が負担し、宿泊を要する場合は、受け入れ先の将棋専門部がその費用を負担する。

茨城県で実施する場合は、実施場所の最寄り駅までの費用は公益社団法人日本将棋連盟

が負担するので、会場までの送迎は将棋部顧問が行うか、タクシー代金を負担する。凡そ

の指導時間は３時間程度とする。

⑪記念誌作成

ａ 費用

毎年の会計予算に積み立てる。平成２７年度迄は毎年３万円だが、次は５０周年記念

誌という節目の年でもあるため、増頁を念頭に置き毎年４万円積み立てる。

ｂ データ保持

４０周年記念作成において将棋年鑑・将棋世界・週刊将棋を調査し、それらに記載さ

れている事項はほぼ判明した。

⑫大会当日持参するもの

賞状に押印するための将棋部会印と文房具（箱入り）は事務局長が管理、持参する。
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６ 上位大会（全国・関東）出場校について

①出場選手数

下記の人数は平成２９年度現在のものであり、将来的には全国理事会の決定によ

り変更もありうる。また、全国大会で優勝したり、開催地になると出場できる人数

が追加される。

ａ 全国総文祭（全国高等学校総合文化祭将棋部門）

男子団体戦 １校（３名）

女子団体戦 １校（３名）

男子個人戦 ２名

女子個人戦 ２名

ｂ 高校竜王戦（全国高等学校将棋竜王戦）

１名（男女不問）

ｃ 関東大会（関東高校文化連盟将棋専門部選手権大会）

男子個人戦 ４名

女子個人戦 ４名

ｄ 全国新人大会（全国高等学校文化連盟将棋新人大会）

男子個人戦 ２名

女子個人戦 ３名

②旅費

ａ 全国総文祭（全国高等学校総合文化祭将棋部門）

交通費はＪＲ利用の計算で茨城県旅費規程に則り、茨城県高等学校文化連盟

から所属校に支払われる。選手と引率教員は所属校を通して受領する。飛行機

を利用しても飛行機利用として計算されない。所属校の教員が引率する場合は

茨城県高等学校文化連盟から所属校に旅費が支払われるが、保護者が引率する

場合は、生徒交通費は支給されるが、保護者交通費は全く支給されず、保護者

負担となる。

ｂ 高校竜王戦（全国高等学校将棋竜王戦）

交通費は茨城県高等学校文化連盟から支給されず、所属校または保護者が負

担する。全国高等学校文化連盟が主催者ではないので、必ずしも教員の引率を

要しない。所属校によっては判断はまちまちである。

ｃ 関東大会（関東高校文化連盟将棋専門部選手権大会）

交通費は茨城県高等学校文化連盟から支給されず、所属校が負担する。所属

校の判断によるが、保護者が引率する場合は、基本的に保護者交通費は保護者

負担となることがほとんどである。

ｄ 全国新人大会（全国高等学校文化連盟将棋新人大会）

交通費は茨城県高等学校文化連盟から支給されず、所属校が負担する。所属

校の判断によるが、保護者が引率する場合は、基本的に保護者交通費は保護者

負担となることがほとんどである。

③将棋専門部全国理事会

ａ 全国総文祭（第１回理事会）
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将棋専門部全国理事会は特別なことが無い限り、県代表者（茨城県理事）は

必ず出席しなくてはならない。原則として事務局長が出席するが代理を立てて

も良い。県代表者（茨城県理事）の旅費（交通費と宿泊費）は出張として、Ｊ

Ｒ利用の計算で茨城県旅費規程に則り、茨城県高等学校文化連盟から所属校に

支払われる。理事は所属校を通して受領する。飛行機を利用しても飛行機利用

として計算されない。将棋専門部全国事務局から検討依頼があった項目につい

ては茨城県高校将棋部会の結論を用意する必要がある。

ｃ 全国新人大会（第２回理事会）

将棋専門部全国理事会は特別なことが無い限り、県代表者（茨城県理事）は

必ず出席しなくてはならない。上位組織から茨城県高等学校文化連盟に公文書

が来ないと、県代表者（茨城県理事）の旅費（交通費と宿泊費）は茨城県高等

学校文化連盟から支給されない。そのため出場校引率顧問から県代表者（茨城

県理事）を選出する必要がある。引率保護者への代理出席依頼は行わない。将

棋専門部全国事務局から検討依頼があった項目については茨城県高校将棋部会

の結論を用意する必要がある。

④写真撮影と棋譜

周年記念誌と茨城県高等学校文化連盟への提出に備え、選手対局写真は撮影

しておく。写真は事務局長に提出する。可能なら棋譜を採るが、難しい場合は

やむを得ない。
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７ 賞典規定

① 賞品

○楯

(1)春季大会団体戦の県代表決定戦の男子・女子各１位、Ａ級以外の団体戦１位。
(2)春季大会・竜王戦・秋季大会の県代表決定戦（個人戦Ａ級）の男子・女子各１位。
(3)春季大会・竜王戦・秋季大会の個人戦Ａ級以外の各組１位。

○扇子・竜王戦扇子

(1)春季大会団体戦の県代表決定戦の１位の全員。
(2)春季大会・竜王戦・秋季大会の個人戦入賞者（５試合した、全勝者と１敗者）。

○優勝者について

(1)平成 30年度以降の優勝者賞品について楯・扇子・賞状を授与する。県総文祭大会
優勝者には楯はない。

② 賞状

(1)春季大会団体戦県代表決定戦（Ａ級）の５位まで（男子・女子）。
(2)春季大会団体戦Ｂ級で４勝以上の学校。スイス式で不戦勝で５試合行わなかった
場合は１敗以内の者と読み替える。

(3)春季大会・竜王戦・秋季大会の個人戦県代表決定戦（Ａ級）の５位まで（男子・
女子）。４位にも３位賞状を出す。

(4)春季大会・竜王戦・秋季大会の個人戦県代表決定戦（Ａ級）以外の試合の４勝以
上の者（男子・女子）。スイス式で不戦勝で５試合行わなかった場合は１敗以内

の者と読み替える。総文祭大会は全試合スイス式なのでこれに準じる。

(5)春季大会・竜王戦・秋季大会の県代表決定戦（Ａ級）の敗者戦（Ｃ級）の１位と
２位。

③賞状・賞品の重複について（入賞者）

(1)賞状は茨城県高等学校文化連盟将棋部会発行の賞状については、１つの結果につ
き１枚の賞状とする。高校竜王戦における日本将棋連盟賞状等、外部発行の賞状

は問題としない。

(2)春季大会女子個人戦等に出場者１名で県代表獲得者の試合が無く、Ｂ級に繰り入
れても、Ｂ級では入賞、表彰の対象としない。

【注】① H30.1.29 理事会により、賞品のうち書籍は扇子に変更することにした。購入済
みの書籍は賞品として継続配付するが新規購入はしない。
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賞品授与一覧 １位 ２位 ３位 ４位 ５位

【賞品と賞状】 （ベスト８）

男子団体 楯１＋扇子３ 賞状のみ 賞状のみ 賞状のみ 賞状のみ

春季 女子団体 楯１＋扇子３ 賞状のみ 賞状のみ 賞状のみ

大会 男子個人 楯＋扇子 扇子 扇子 扇子

女子個人 楯＋扇子 扇子 扇子 扇子

Ｂ級団体 楯＋扇子３ 賞状のみ（各級１敗以内の者）

Ａ級以外の 楯＋扇子 扇子（竜王戦扇子）

個人各組 （各級全試合を行って１敗以内の者）

（Ｂ級・Ｃ級）

Ａ級敗者戦 竜王戦扇子（扇子） 賞状のみ

高校 Ａ級 楯＋扇子 扇子 扇子 扇子 賞状のみ

竜王戦 〈日本将棋連

盟賞状＋賞状〉

Ａ級以外の 楯＋扇子 扇子（竜王戦扇子）

個人各組 （各級全試合を行って１敗以内の者）

Ａ級敗者戦 竜王戦扇子（扇子） 賞状のみ

県総文祭大会 扇子 扇子（竜王戦扇子）

（各級全勝者）（各級１敗以内の者）

秋季 男子個人 楯＋扇子 扇子 扇子 扇子 賞状のみ

大会 女子個人 楯＋扇子 扇子 扇子 扇子

Ａ級以外の 楯＋扇子 扇子（竜王戦扇子）

個人各組 （各級全試合を行って１敗以内の者）

Ａ級敗者戦 竜王戦扇子（扇子） 賞状のみ

【注】①賞品・楯(1)の「Ａ級以外の団体戦１位」は H28.04.14 総会決議にて追加した。
Ａ級個人敗者戦賞品の竜王戦扇子は無くなってしまった場合のみ書籍とする。

② H30.1.29 理事会により、賞品のうち書籍は扇子に変更することにした。購入済
みの書籍は賞品として継続配付するが新規購入はしない。
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８ スイス式トーナメントについての説明

1895 年にスイスのチューリッヒで行われたチェスの大会で初めてこの方式が使われ
たことからスイス式トーナメントと名付けられている。

①スイス式トーナメント方式(Swiss style tournament)は、意図的に同レベルあるいは
近いレベルと判断される強さのもの同士を対戦（つまり事前のデータとして各出場

者・チームのレイティングあるいはそれに準じたデータがあることが前提）させ、

総当たり戦に比べより少ない試合数においても、ある程度の順位の正当性や、実力

に差がある場合に生じやすい一方的な試合を少なくすることが期待できる方式であ

る。具体的には以下のような手順で行われる。

ａ １回戦はランダムな組合せで対戦する（茨城県高校将棋部会では抽選で決

定）。ただし、同一校同士の対局は可能な限り避ける。以降同様。

ｂ ２回戦は、勝者同士と敗者同士が対戦するように組み合わせる。

ｃ ３回戦は、２戦全勝・１勝１敗・２戦全敗のそれぞれが、同じ成績同士で対

戦する。同じ成績の者がいない時は近い成績の者を当てる。

ｄ ４回戦以降も同様にできるだけ同じ成績同士で、今まで当たっていない相手

との対戦を繰り返す。

規定の試合数をこなした時点で最も成績の良い参加者が勝者となる。成績の算定

方法は基本的に

ａ 勝ち星の数（引き分け、不戦勝は０．５）

ｂ 対戦した相手がどれだけの勝ち星をあげているか（ソロコフ、ソルコフとも）

ｃ 勝利した相手がどれだけの勝ち星をあげているかの合計数（ソンボーン・ベ

ルガー〈Sonneborn-Berger〉／ＳＢ）
の順序で決定される。スイス式において同点者がいたとき、どれを優先して順位を

決めるか（同点分離法〈タイ・ブレーク〉）は事前に決定し、周知しなくてはなら

ない。

②勝敗の算定方法や組合せ方法にはいくつかの亜種が存在する。例えば、勝利した相

手の勝ち星のうち、最大のものと最小のものを除いた合計数（ミディアム、ＭＤ）、

同点の相手との直接対決での勝敗（ＤＨ）、自分が負けた相手がどれだけの勝ち星

をあげているかを評価する方法や、負け星（引き分けがある場合）にも注目する方

法がある。

③スイストーナメント(Swiss tournament)、スイスドロー(Swiss draw)とも呼ばれる、
この方式は、参加者の実力が伯仲しているが、リーグ戦方式にするには参加者が多

すぎる場合に適している。また、試合が終わらないと次の対戦相手がわからないと

いうデメリットを減らす目的で考案された変形スイス式トーナメントもある。

④注意点・利点・欠点

○注意点

勝者（敗者）が明確に決定できる試合においてはノックアウト方式と同じだけ

の試合数が必要となる。つまり、プレイヤーの数を２を底とする対数を取った値

だけのラウンド数が必要となる。したがって、３ラウンドあれば８人、４ラウン
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ドあれば１６人のプレイヤーを扱うことができる。もし、最低限必要な試合数よ

りも少ない数しか行われなかった場合は２人以上のプレイヤーがお互いに顔を合

わせることなく全勝で大会を終えるという事態が起こりうる。

○利点

ノックアウト方式と比べてスイス式には途中で敗退する選手が１人もいないと

いう利点がある。大会に出場したプレイヤーは自分の成績に関わらずすべてのラ

ウンドに参加することが保証され、唯一の例外は、参加人数が奇数で１人残って

しまう場合で、残った選手は不戦勝が与えられる。

ノックアウト方式と比べた際の他の利点は、最終結果がトーナメントの勝者だ

けでなく、それ以外の選手たちの相対的な強さも示してくれることである。例え

ば、ノックアウト方式の決勝戦の敗者は実際にはその大会で２番目に強い選手で

はないかもしれない。２番目に強い選手が最終的な優勝者に早いラウンドで負け

てしまった可能性があるからである。

○欠点

スイス式の最大の欠点は複雑性である。例えばサッカーの大会などに対しては、

前もって会場の準備などが必要でありそれぞれの試合においてたくさんの配慮が

必要であるといった実用的な理由から基本的には適していない。また、次の対戦

相手が、前のラウンドのすべての試合が終了するまでわからないこと、判定、組

み合わせ決定に時間と手間がかかるという欠点がある。

⑤適用例

思考型のゲームで使われることが多く、海外のチェスやチェッカーの競技会の多

くはこの形式を利用している。日本でも将棋や囲碁のアマチュア大会では積極的に

採用されている。マジック・ザ・ギャザリングをはじめとするトレーディングカー

ドゲームでも使用例は多い。

⑥茨城県高校将棋部会では

選手にとって上位大会（全国大会・関東大会）に行けるかは切実な問題である。

スイス式トーナメントだと、成績上位で勝数が同じでも誰と対戦したかでソロコフ

やＳＢの獲得ポイントが変わり、上位大会への出場権を逃す場合がありうる。その

ため茨城県高校将棋部会では、上位大会への出場権が関係するときは原則としてノ

ックアウト式トーナメントを採用している。ただし、過去に出場辞退者が多い女子

部門のみ、出場人数によってはスイス式トーナメントを採用し、誰と手合いをつけ

るかによって出場権獲得者が変わる場合は、関係者を招集した上で抽選で決定して

いる。順位決定は勝ち星の数、ソロコフ、ＳＢまでで決めているが、上位大会出場

権が関係する場合はＤＨまで参照する。
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９ 会場について

大会開催会場は大会担当校顧問が選定し、会場と自身で借用交渉を行う。ただし県北や

県南、県西など遠隔地から来る生徒がいるので、なるべく水戸地区か、その近隣地区から

選びたい。どうしても県北、県南、県西などで行わなければならない場合は顧問会議で諮

った上で、開始時間を遅くし、終了時間が遅い時間になることの了解を取るべきである。

下記会場については開催実績があり、特に苦情は出ていない。過去の大会出場申込の最大

人数は平成２５年度高校竜王戦の１９９名である。このときは県民文化センター分館だけ

では収まらずに、急遽、本館の和室を取り、ここでＡ級を行なった。

水戸一高知道会館

・水戸一高は水戸駅から８００メートル程度で近い。囲碁部会との競合も多い。

県民文化センター分館

・消防法に厳しく、消防法に定められた入室できる人数を厳守する。選手数が消防法に定

められた入室できる人数を上回っていた場合、その分の椅子は貸してくれない。想定人

数より多い選手が出場申込登録されることがあるので、ここを借用する場合は１部屋多

く予約したい。

・水戸駅から１．５キロメートル程度。

・早く予約が埋まってしまうので、竜王戦で前年度１月第２回理事会でここを使うことが

決まったら早めの予約が必要。今までは第２回理事会で決まったら、即予約をしていた。

候補日が１つだけでは取れないことも多いので複数の候補を決めておきたい。予約は電

話のみでは不可で直接会場に行かなければならない。

石岡一高山王会館

・石岡一高は石岡駅から３００メートル程度で近い。しかし建物はかなり古く手狭である

ことは否めない。

石岡市民会館

・石岡駅から１．６キロメートル程度。予約は半年前から可能。年度をまたいでの予約は

不可。

参考 参加申込選手数

H23 春季大会１１０ 竜王戦１２５ 県総文祭５５ 秋季大会１１５

H24 春季大会１２１ 竜王戦１５２ 県総文祭１０２ 秋季大会１１１

H25 春季大会１７０ 竜王戦１９９ 県総文祭１１４ 秋季大会１２４

H26 春季大会１５４ 竜王戦１５９ 県総文祭１０１ 秋季大会１２７

H27 春季大会１７０ 竜王戦１４８ 県総文祭１０６ 秋季大会１０９
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資料１ 茨城県高等学校文化連盟将棋部会規約

第１条 本部会は茨城県高等学校文化連盟将棋部会と称する。

第２条 本部会は事務局を理事会で指定した学校に置く。

第３条 本部会は茨城県高等学校文化連盟に所属し、教育の一環として、知能・人格の

育成を目指し、将棋の普及と健全な発達を図り、あわせて指導者の育成、技術の

向上に寄与することを目的とする。

第４条 本部会は前条の目的を達成するため次の事業を行う。

１ 茨城県高等学校生徒将棋大会の開催、関東大会および全国大会への代表選手の派

遣

２ 指導者研修会ならびに教職員将棋大会の開催

３ その他本部会の目的達成のための必要な事業

第５条 本部会は、茨城県内の高等学校将棋部員、将棋部担当教師およびこれに準じる

者をもって組織する。

第６条 本部会に次の役員をおく。

会長１名 副会長１～２名 顧問若干名 幹事若干名

監査２名 審判員若干名 サイト管理制作若干名 理事各校１，２名

第７条 会長、副会長、幹事、監査は理事会で選出し、顧問は理事会で推薦する。理事

は各校で１～２名選出する。事務局をおき、事務局長、事務局次長、書記、会計

は、幹事の中から会長が委嘱する。

第８条 役員の任務は下記のとおりとする。

１ 会長は本部会を総括し、会務の推進にあたる。

２ 副会長は会長を補佐し、会長事故あるときは代行する。

３ 幹事は本部会の企画、運営にあたる。

４ 監査は会計監査をする。

５ 理事は各学校を代表する。

６ 事務局長、事務局次長は、事務を執行する。書記は理事会の議事、その他の記録

をし、会合の連絡にあたる。

７ 会計は会計事務を担当する。会計に関わる管理業務は、茨城県高等学校文化連盟

将棋部会内で行うものとし、外部委託等は行わない。

８ 審判員は将棋大会において、日本将棋連盟の定める規定に則りルール上の最終判

断を行う。

９ サイト管理制作は本部会サイトの、制作・管理を行う。

第９条 役員の任期は１年とし、再任を妨げない。

第 10条 本部会の運営費は必要に応じて徴収する。

第 11条 理事会は必要に応じて開くことができる。

第 12条 本部会の規約の改正は理事会の決議による。

第 13条 本部会の会計年度は 4月 1日に始まり、翌年 3月 31日に終わる。
第 14条 本規約は昭和 50年 11月 23日より施行する。
規約改正 平成 27 年 4 月 16 日（一部改正） 規約改正 平成 29 年 1 月 31 日（一部改正）
規約改正 平成 30年 1月 29日（一部改正）
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資料２ 茨城県高等学校将棋連盟主催大会規定

茨城県高等学校将棋連盟主催大会規定

〔試合参加資格〕

１ 茨城県高等学校文化連盟主催の各種大会に参加できるのは、同連盟に加盟している高等（中

等教育）学校等の生徒とし、引率者は生徒の言動を指導する責任を負う。ただし、将棋部

がない学校の生徒で出場希望生徒がいる場合は以下の全ての条件を満たせば出場を認める。

ａ 在籍する学校の学校長が出場を認め、事故があった場合、学校保険の対象とすることを認

める。

ｂ 在籍する学校の教員または保護者等が、引率者として試合時間中に会場にいて、生徒の言

動を監督し責任を負う。

ｃ 将棋部会の定める分担金を支払う。

ｄ 生徒が実際に通学している学校が茨城県内に所在していなくてはならない。広域通信制学

校等の生徒で所管高校の茨城県内のサテライト施設に通学している者は，該当施設が最も

多く通学する中心拠点であることの，学校長の証明が必要である。この規定は平成２８年

度入学生から適用する。

ｅ 高校生代表選手を選ぶ試合での他都道府県での予選出場者は，一家転住等の特段の事情が

ないかぎり年度内は茨城県代表となることを認めない。

ｆ 所属校は茨城県高等学校文化連盟に加盟し，所属する生徒全員の加盟費を茨城県高等学校

文化連盟に支払っていることを必要とする。

〔試合方式〕

２ 試合はノックアウトトーナメント方式（以下「トーナメント」）またはスイス式トーナメ

ント方式（以下「スイス式」）または総当たり方式（以下「総当たり」）とする。トーナメ

ントの１回戦で敗退した者は敗者戦を行い、大会参加者は一人最低２回以上試合をする。

県代表を選出する試合はトーナメントで行うことを原則とするが、出場者数が少ないか、

過去の事例を見て上位大会への出場辞退者が多い部門については総当たりやスイス式も導

入する。スイス式では勝敗数が同じでも、対戦相手により獲得ポイントが変わり、上位大

会出場権獲得に関わってくるので、組み合わせについては特に留意し、その際は勝敗数が

同じ者で抽選を行うことも検討する。

〔試合運営〕

３ 大会の運営の関係上、県代表の級（ブロック）は３２名以内を原則とし、男子の県代表決

定戦への出場申し込み者は１校３名以内とする。級種については大会毎に次のように設定

し、各級への出場者数が多くなった場合は複数の組に分けて試合を行う。

春季大会（全国総文祭団体予選） Ａ級（男子・女子） Ｂ級（男女混合）

春季大会（全国総文祭個人予選）

Ａ級（男子・女子） Ｂ級（男子と上位大会出場権を獲得した女子希望者） Ｃ級（男女混合）

夏季大会（高校竜王戦予選） Ａ級 Ｂ級 Ｃ級（初心者）〔いずれも男女混合〕

県総文祭大会 Ａ級 Ｂ級 Ｃ級 Ｄ級〔いずれも男女混合〕
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秋季大会（関東・全国新人予選）

Ａ級（男子・女子） Ｂ級（男子と、女子で上位大会出場権を獲得し試合が無くなった者）

・スイス式と総当たり以外の試合については敗者戦を行う。

・団体戦の県代表を競う試合は登録及び出場を選手３名とし、全国大会の定める人数と同じ

であることを要する。団体戦の県代表を競わない試合は、男女混合２名の出場も認める。

２名出場の場合は中堅と大将に固定し、２名のチーム同士で戦い、勝敗数が同じ場合は大

将が勝ったチームを勝ちとする。

・県総文祭大会以外のＡ級は県代表決定戦とする。県総文祭大会は日本将棋連盟の定める基

準に基づき、段級位を認定する。認定段級位は、Ａ級は二段・初段、Ｂ級は１級～３級、

Ｃ級は４級～６級、Ｄ級は７級～９級とする。また、県総文祭大会は運営に障りが出ない

程度に教員の出場を認め、出場生徒の棋力向上を計る。

４ 実績を勘案して、シード制とすることもある。

５ 千日手などのルールは日本将棋連盟の規定に従う。

６ 大会開催通知は大会１ヶ月前に関係方面に通知する。

７ 大会に遅刻した者は失格もあり得る。ただし、県代表決定戦以外では、交通機関の遅れな

どやむを得ない遅刻理由であると顧問会議で認められた場合、スイス式等の後から試合が

継続できる試合方式で行っている時に限り、将棋普及のため出場を認める。顧問会議は試

合を始める前に行うものとし、引率者は顧問会議前に遅刻する生徒と連絡を取り、遅刻の

理由を明確にして顧問会議の場に提出するものとする。引率者が顧問会議に合理的な遅刻

の理由を提出できない時は該当の試合を不戦敗とし、スイス式２回戦以降についても参加

を認めない。

８ 対局の組み合わせは大会会場で番号を抽選して決める。（シード選手を除く）

９ 同一校の選手が一回戦から対戦しないように留意する。すなわち、同一校の選手と同一ブ

ロックなどに組み入られるような番号を引いたときは、大きい番号の選手は次のブロック

などの最小番号の他校選手と入れ替える。ただし、総当たりの場合は同一校同士の試合を

初戦から行い、最終戦で不都合な調整が行われるのを防ぐ。

10 選手は自分の全対局が終了するまで試合場を離れてはいけない。

11 助言、声援などの大会の進行上、差し障りがあると判断された場合、役員は注意し、甚だ

しい場合には退場を命じる。

12 引率教員は、会場、進行、審判、記録、会計などの係を分担し、大会の円滑な運営を図る。

13 その他、大会運営上の諸問題については、役員会で決める。

〔持ち時間〕

14 試合時間は対局時計数が十分にある場合、県代表決定戦では対局者にそれぞれ２０分の持

ち時間を与え、使いきったあとは１手３０秒の秒読みとする。県代表決定戦以外は２５分

切れ負けとする。

使用できる対局時計数が不足する場合は、準決勝までは、１時間以内とする。試合は４０

分を経過したのち、対局者にそれぞれ１０分の持ち時間を与え、切れ負けとすることを原

則とする。準決勝以上はそれぞれ２０分の持ち時間を与え、使いきったあとは１手３０秒

の秒読みとすることを原則とする。持将棋差し直しは、初手より３０秒以内の秒読みとす

る。入玉宣言法を採用し、先手の場合２８点以上の持ち点、後手の場合は２７点以上の持

ち点を勝ちとする。
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〔分担金〕

15 加盟校分担金は５千円とする。

入玉の宣言法

＜宣言方法＞

宣言しようとする側の手番では指さずに、「宣言します」と言い、時計を止めて対局を停止

させ、（秒読み中は、時間切れ前に宣言し対局を停止する。）その時の局面が、次の条件を

満たしていれば宣言した側が勝ちとなる。

＜条件１＞宣言側の玉が、敵陣三段目以内に入っている。

＜条件２＞宣言側が（大駒５点、小駒１点の計算で）

・先手の場合２８点以上の持ち点がある。

・後手の場合２７点以上の持ち点がある。

ただし、点数の対象となるのは玉を除く宣言側の持ち駒と敵陣三段目以内に存在する宣言

側の駒のみである。

＜条件３＞宣言側の敵陣三段目以内の駒は、玉を除いて１０以上存在する。

＜条件４＞宣言側の玉に王手がかかっていない。（詰めろや必死であるということは関係な

い）

＜条件５＞宣言側の持ち時間が残っている。（切れ負けの場合）

以上一つでも条件がそろっていなかった場合、宣言した方が負けとなる。もちろん、宣言

する前にどちらか片方が投了することは可能である。この規定は、どんな持ち時間制度で

も適用する。
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資料３ 県総文祭大会（兼 日本将棋連盟段級位棋力認定）について

この大会は高等学校文化連盟全国将棋専門部と日本将棋連盟との約定により、日本将棋

連盟の段級位認定大会を兼ね、該当階級で所定の成績を収めた高校生には二段までの認定

証を授与する。認定証授与対象者には生徒の希望により日本将棋連盟に対し、有料の免状

取得を斡旋する。

認定対象は原則として、全国高等学校文化連盟に加盟している高等学校・中等教育学校

（後期課程）・高等専門学校・特別支援学校の生徒とする。認定方法は「各都道府県単位

で棋力認定大会を開催し、各都道府県の高等学校文化連盟将棋専門部が共通の基準で判定

し各都道府県単位で認定証に名義と棋力を記入し発行する。」と定められている。

認定方法は下記のように行う。

（１）認定大会参加生徒の希望する段・級位に応じて以下の４グループに分ける。

① 初段・二段／② １・２・３級／③ ４・５・６級／④ ７・８・９級

（２）対局数は最低４局とし、５局以上の対局も認める。茨城県では５局を原則とする。

５局以上対局した場合対局の順番通りに勝敗を並べ、最も成績の良い部分を該

当者の成績とすることができる。

（例）①②③④⑤⑥⑦⑧

○●○●●○○○ この場合⑤⑥⑦⑧の成績を採用し３勝１敗

（３）同一グループ内の同一生徒との対局は２局までとする。

認定内容は、

①組（Ａ級）で二段は４連勝、初段は３勝 1敗、２勝２敗以下には棋力認定をしない。
②組（Ｂ級）、③組（Ｃ級）、④組（Ｄ級）では、それぞれ下記のように認定する。

１・４・７級 ：４連勝

２・５・８級 ：３勝 1敗
３・６・９級 ：２勝２敗

・棋力認定証作成については日本将棋連盟が経費を負担し作成する。

・対局については次のように定める。

すべて平手対局、先後は振り駒で決める。但し、同一者との対局は先の対局時の先

後を入れ換えるものとする。持ち時間は双方最低１５分を保障する。切れた場合は一

手３０秒の秒読みとする。(切れ負けルールの適用は禁止する。)また、前回の認定大

会の成績は一切持ち越すことができない。希望する参加グループを明らかに誤認して

いる生徒に対しては顧問、担当教諭・運営役員が変更を指導できる。
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資料４

茨城県高等学校将棋部会Ａ級（県代表決定戦）のシードの指針について（案）

茨城県高等学校将棋部会のＡ級（県代表決定戦）をノックアウト方式トーナメントで行

う場合の、平成２８年度以降のシードの決定方法の指針について下記のように提案します。

【１】シード決定の原則について

①下記はあくまで指針であり、選手の力量により変更する場合もある。変更する場合は当

日の顧問会議を経て決定する。

②原則は過去１年間での、全国大会・関東大会出場者から選ぶ。選び方は過去の実績を点

数化し、高得点のものから順に選ぶことを原則とする。点数化の参照範囲は直近の１大

会とその上位大会とする。ただし、秋季大会での点数化参照範囲は竜王戦と県総文祭大

会とする。点数の管理は事務局長が行い、該当大会のＡ級管理担当者はその確認を行う。

③シードの順位は下記の点数を合計したものにより決定し、選出するのは第４シードまで

とする。今後、関東大会の茨城県出場枠４人が変更されない限り、シード人数は変更し

ない。全国大会での実績点は、出場による付与と加算するものとを合計したものとする。

ａ 全国大会優勝 ５００点

ｂ 全国大会上位入賞（３位以上） ３００点

ｃ 全国大会入賞（ベスト８） １００点

ｄ 全国大会本戦出場 ３０点

ｅ 関東大会上位入賞（３位以上） ２５点

ｆ 関東大会入賞（ベスト８以上） ２０点

ｇ 県１位全国大会出場・県１位関東大会出場 １５点

ｈ 県２位全国大会出場・県準竜王・県２位関東大会出場

高校選手権（総文祭）団体県大会優勝選手 ７点

ｉ 関東大会出場 ５点

ｊ 県総文祭大会（スイス式Ａ級）５戦全勝 ３点

ｋ 県ベスト４・県総文祭大会（スイス式Ａ級）４勝１敗 １点

④卒業等の異動により該当者がいない場合は、全国大会・関東大会に出場していなくても、

上位大会がある大会で県ベスト４入りした選手も含める。

⑤シード該当選手で、同点の者が複数いた場合、下記の順で優先する。

ａ 全国大会個人「優勝」等、上記に基づく単独高得点の点数を収めた者

ｂ 個人の点数のみの者と団体戦の点数を含む者がいた場合、前者を上位とする。

ｃ 団体戦チームの点数を含む者が複数いた場合、大将・副将（中堅）・三将（先

鋒）の順とする。

ｄ 「ａ」「ｂ」「ｃ」でも同等の場合は抽選で順位を決定する。

⑥全国大会とは高校選手権（全国総文祭）個人・高校竜王戦・全国新人大会を指し、対等

の重みとする。高校選手権（総文祭）団体県大会２位以下は個人戦に出場するため、団

体の結果はこの規定の点数には入れない。茨城県高等学校将棋部会県代表決定戦での実

績がある場合、【２】の例外以外は他大会の実績は参照しない。
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〔例〕該当者が４名→春季大会での場合（参照範囲は秋季＋関東＋全国新人）

１ 県１位全国大会出場＋県１位関東大会出場 〔１５＋１５〕 Ａ君

２ 県２位全国大会出場＋県２位関東大会出場 〔７＋７〕 Ｂ君

３ 県ベスト４＋関東大会出場＋関東大会ベスト８ 〔１＋５＋２０〕Ｃ君

４ 県ベスト４＋関東大会出場 〔１＋５〕 Ｄ君

第１シード Ａ君 Ｂ君 第３シード

第４シード Ｄ君 Ｃ君 第２シード

【２】シード決定の例外について

①以下の場合、新規加盟（学校）・入学等によって、茨城県高等学校将棋部会県代表決定

戦に最初に出場する場合のみ、【１】の例外として第２シードから第４シードまでの順

位に割り当てる。他県から転学して茨城県高校将棋部会に加入する場合は、元の所属県

での都道府県代表以上の個人・団体の成績を【１】に準用する。その際、所属校顧問は

その実績を茨城県高校将棋部会に申告しなくてはならない。

②２回目以降の出場は、茨城県高等学校将棋部会県代表決定戦での実績によってシード順

位を決定する。第１シードは以下の者ではなく、茨城県高等学校将棋部会県代表決定戦

での実績１位の者とする。シード順位の優先順序は、下記のａ～ｅにおいて個人戦成績

等が高得点を収めている順とする。団体戦があるアマ一般全国大会の団体戦は評価の対

象外とする。

ａ 奨励会有段者（退会時） １０００点

該当者が複数いた場合は奨励会上段者を上位とする。

ｂ アマ一般大会県個人戦優勝以上の者

全国大会優勝者 ９００点

全国大会ベスト４以上 ８００点

全国大会ベスト８ ７００点

全国大会本戦出場 ６００点

県大会優勝 ５００点

アマ一般大会とは、将棋のアマ六大タイトルであるアマ竜王戦・アマ名人戦・ア

マ王将戦・支部名人戦・朝日アマ名人戦・赤旗名人戦に予選を経て出場した者とす

る。該当者が複数いた場合は上位の成績を収めている者を上位とする。同順位の者

が複数いた場合は上記の順の序列とする。

ｃ 奨励会級位者（退会時） ４００点

該当者が複数いた場合は奨励会上級者を上位とする。

ｄ 中学生全国大会

優勝者 １００点

３位以上 ５０点

中学生全国大会とは中学生名人戦・中学生選抜選手権大会・中学生王将戦

において個人全国優勝した者。序列は「中学生名人戦・中学生選抜選手権大

会・中学生王将戦」の順とする。

ｅ 女流育成会員（竜王戦以外は出場が不許可） 点数を考慮せず第３シード

〔例〕該当者が５名→春季大会での場合（参照範囲は秋季＋関東＋全国新人＋例外）

１ 県１位全国大会出場＋県１位関東大会出場 〔１５＋１５〕 Ａ君
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２ 県２位全国大会出場＋県２位関東大会出場 〔７＋７〕 Ｂ君

３ 県ベスト４＋関東大会出場＋関東大会ベスト８ 〔１＋５＋２０〕Ｃ君

４ 県ベスト４＋関東大会出場 〔１＋５〕 Ｄ君

５ アマ一般大会県個人戦優勝以上の者 〔５００〕 Ｅ君

第１シード Ａ君 Ｃ君 第３シード

第４シード Ｂ君 Ｅ君 第２シード
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資料５ 全国高等学校総合文化祭参加申込書 別紙１
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全国高等学校総合文化祭参加申込書 別紙２
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全国高等学校総合文化祭参加申込書 別紙３
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全国高等学校総合文化祭参加申込書 別紙３（入力済の１枚目）
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資料６ 茨城県高等学校将棋大会スイス式トーナメント表計算ファイルについて

下記サイトから表計算ファイル「大会運営用 Excelファイル」をダウンロードする。「春
季大会用」「竜王戦用」「県総文祭大会用」「秋季大会用」の４種類があるが、Ｂ級のスイ

ス式トーナメント部分はほとんど同じである。そのため春季大会用を基本として、それに

加えて例外的な部分を持つ県総文祭大会ファイルの使用説明をする。

茨城県高等学校文化連盟将棋部会

http://www.shogi.koubun.ibk.ed.jp/

茨高文連将棋部会大会試合運営データ類(茨城県高校将棋部顧問用)

http://www.shogi.koubun.ibk.ed.jp/unei.html

①春季大会（基本部分）

【大会担当者準備部分】

ａ 上記サイトから「shunkixxxx」をダウンロードして適切な名称にリネームする。こ
こでは「春季大会 2015」とした。

ｂ これを開くと「名簿(団)」シート画面が出る。ここには団体戦出場申し込みした学

校のデータを貼り付ける（入力する）。出場申し込みが、「Entry-Spring」をダウン
ロードして出場校顧問が入力したものだと、コピー＆ペーストするだけなので大会

担当者は比較的容易にこなせる。

「名簿(団)」

ｃ 「名簿(個)」シートにも同様にコピー＆ペーストする。出場申し込み締切が過ぎ、

「名簿(団)」「名簿(個)」が完成したら将棋部会加入校にＦＡＸ等で送信し、氏名

や学年、登録級の誤りが無いかの確認依頼をする。時々、出場申し込みを忘れてい

る学校も出るので、その場合は確認をする。
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「名簿(個)」

ｄ 誤りが無ければ「個 data」「団 data」に縦一列にデータをコピーする。「団体Ａ」「男
個人Ａ」等の別シートでは、この「個 data」「団 data」シートから VLOOKUP 関数
でデータを参照している。一連番号を利用しているので、番号順になっていないと

正確な結果は得られない（＝ソート不可）。

個 data
Ａ列→一連番号、Ｂ列→生徒氏名、Ｃ列→所属校、Ｄ列→学年、Ｅ列→出場級

団 data
Ａ列→一連番号、Ｂ列→学校名、Ｃ列→空欄、Ｄ列→チーム名、Ｅ列→出場級

「個 data」

ｅ 各シートの表題で「平成 xx 年」の年度部分及び対戦表の実施日、実施会場は該当
年度、実施日、実施会場に置き換える。
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ｆ 団体戦は春季大会のみにあるので、高校竜王戦（Ａ級以外）、県総文祭大会（段級

位部分を除く）、秋季大会（Ａ級以外）は共通のシステムを使う。「春季大会 2015」
では「個人Ｂ」シートが共通のシステムである。

【大会当日進行運営担当者使用部分】（団体Ｂ以外）

ｇ 大会当日、該当級・組の参加生徒を集め、抽選（くじ）を行い、生徒が引いた番号

をＣ列の黄色のセルに入力するとＤ列（氏名）とＦ列（高校名）が自動入力される。

結果記入用の印刷物には「勝ち数」等のセルの「０」が印刷されていないものを準

備する。

「Ｂ級スイス式トーナメント」

ｈ 抽選ではＡ級以外の該当級・組の参加生徒人数は基本的に同一級内で偶数になるよ

うに調整（移動）する。スイス式トーナメントであるため、奇数だと不戦勝（敗）

が発生するためである。

ｉ 抽選では該当級・組の参加生徒人数とくじの数は同じにしたい。たとえばＢ級１組

の参加者数が３０人であれば準備するくじの数の３０にして、データが連続する形

にしたい。

ｊ １回戦の試合は「１ｖｓ２」「３ｖｓ４」のように「連続する、奇数ｖｓ偶数」に

するので、抽選で「連続する、奇数ｖｓ偶数」が同一学校だった場合は、その部分

の抽選をやり直す。そのために抽選は、該当級・組の参加生徒人数が多い学校から

抽選を始めると問題は発生しにくい。

ｋ 手合いをつける考え方は

１回戦 連続する、奇数ｖｓ偶数（同校対決はないように）

２回戦 勝者ｖｓ勝者、敗者ｖｓ敗者

（参加生徒数がべき数でない場合「勝者ｖｓ敗者」も発生する）

３回戦 勝数が同じ者どうしを対戦させる（ 〃 ）

４回戦 勝数が同じ者どうしを対戦させる（ 〃 ）

５回戦 勝数が同じ者どうしを対戦させる（ 〃 ）
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同校どうしの対決と、同一人物との２度目の対局は基本的に避けるが、勝ち進ん

でいった場合は同校対決はやむをえない場合もある。

ｌ Ｇ列以降の「相手」のセルには対戦相手の番号を入れる。この番号とはＢ列の番号

である。勝敗が決まったら「勝敗」の薄青のセルに下記のように入力する。１回戦、

２回戦と進行に従い、「相手」と「勝敗」の入力を順に入力する。

勝ち→「１」 負け→「０」 不戦勝→「０．５」 不戦負→「無入力」

ｍ ５試合行なった場合は、表彰はＱ列の勝ち数が４勝以上のものとなる。順位はソロ

コフ点とＳＢ点で計算され、Ｔ列に示される。

【大会当日進行運営担当者使用部分団体Ｂについて】

ｎ 県代表決定戦ではないので男女混合と２人チームの出場を認める。２人チームの場

合は大将と中堅（副将）に固定し、３人チームと２人チームの試合の場合は２人チ

ーム先鋒（三将）は不戦敗とする。

ｏ 大会当日、団体Ｂ代表生徒を集め、抽選（くじ）を行い、生徒が引いた番号をＣ列

の黄色のセルに入力するとＤ列（学校名）とＦ列（チーム名）が自動入力される。

２人チームだった場合はＥ列（２人チーム）に１人と入力する。、

ｐ 基本的な使い方は「Ｂ級スイス式トーナメント」（基本）と同じだが、団体戦であ

るためにチームの順位をつけるために参照するデータは、下記のようにソロコフ点

とＳＢ点以上に優先させる項目がある。そのため進行担当者が記録する対戦表には、

各チームの代表者が持つ「将棋大会記録票」（団体戦）を見て大将と中堅の勝数を

記入する必要がある。

団体戦Ｂの順位をつけるための参照データの優先順序

チーム勝数＞個人勝数＞大将勝数＞中堅勝数＞ソロコフ＞ＳＢ

※チーム不戦勝の個人勝数は「0.5× 3」
ｒ 団体Ａ、男子個人Ａ、女子個人は通常のノックアウト式トーナメントなので特記事

項はない。Ｂ列の黄色のセルに入力するとＣ列（氏名）とＤ列（高校名）が自動入

力される。

「スイス式トーナメント団体Ｂ」
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②県総文祭大会

ａ 基本的な使い方は「Ｂ級スイス式トーナメント」と同じで、大会当日、該当級・組

の参加生徒を集め、抽選（くじ）を行い、生徒が引いた番号をＣ列の黄色のセルに

入力するとＤ列（氏名）とＦ列（高校名）が自動入力される。

ｂ 手合いをつけて①のｌ項、ｍ項のように結果を入力すると、Ｔ列に順位が表示され

る。また、この大会では資料１の基準に基づき、段級位の棋力認定が行なわれる。

認定条件の勝数はＡＮ列に示され、認定段級位はＥ列に表示される。この結果を「段

級認定一覧」シートのように整理して、日本将棋連盟普及免状部学校教育課

【fukyu@shogi.or.jp】に送信する。

「県総文祭大会」
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資料７ 第１回都道府県大会調査用紙（平成２６年度）
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資料８ 全国高等学校総合文化祭実績報告書（平成２６年度）
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資料９ 高校竜王戦予選報告書
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資料 10 事業実績報告書（別紙１実績報告・別紙２会計報告・別紙３上位大会入賞調査）

別紙１実績報告
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別紙２会計報告
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別紙３上位大会入賞調査
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資料 11 活動計画書・活動報告書・事業報告及び反省

活動計画書
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活動報告書
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事業報告及び反省
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資料 12 周年記念誌用年度記録
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資料 13 代表一覧（平成２６年度迄）４０周年記念誌より抜粋

春季大会（全国高等学校将棋選手権大会）
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全国高等学校将棋選手権大会（茨高文連成立以前）／夏季大会（高校竜王戦）
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秋季大会（全国新人大会男子・関東大会男子）
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秋季大会（全国新人大会女子・関東大会女子）


